







































展示室」の構成で1998年 5 月 9 日に開設されたが、















































































































































1998年 5 月 9 日の展示室開設から2006年度と
2007年度に施設改修が行われるまでの問、当時の
展示室を見学順に述べると東亜同文書院大学記念





































れている大旅行の f調査報告書j を 5 冊ほど借り
出してガラスケースに展示し、また記念センター
が発行したブックレット『東亜同文書院大学と愛

















































































ンター展示室に 2 台、愛知大学史展示室に 1 台、
愛知大学記念館 2 階の旧学長室前に l 台、資料閲



































②第 l 展示室 3 






































































































































(1) 1!11稿「資料招介有J[1文化財笠録証」（『研究報J 4 、 2008年 12月）。
(2) rw:m~1°1文書院大学史j 76～78頁（悩友会、 1982年）。




ンター編集発行、 2006年）、同「記念センター所脱線i宰家資料目録（村、寄贈資料目録①）J （『同文書院記念報j VOL.15、 2007
年）、［ii］「記念センタ一所蔵寄贈資料日銭②」 (f同文言j；院記念材!J VOL.16、 2008年）、同「記念センタ一所蔵寄目的資料目録①」（『同
文書院記念報J VOL.17、 2009年）などを参照。ただし、寄贈図書類は別に笠録されるため、以上の目録には含まれていない。
(5）結束1専治 I醇なる日本人 孫文革命と山田良政・純三郎J 213～214、 221Ji （プレジデント社、 1992年）。
(6) 111 問良政・純三郎兄弟の生ilIについては前掲 f醇なる上｜本人 孫文革命と 111m良政・純三郎j、保阪正版 f孫文の辛亥革命
を助けた日本人j （筑摩書房、 2009｛ド）に依拠した。
(7）今泉洞太郎・藤 Ill佐久「孫文、 u1 rn 良政・純三郎関係資料についてJ 413、 416頁 (f愛知大学国際問題研究所紀要J 97、 1992年）、
阿部弘・大野一石・村上武「座談会 係文・辛亥革命と LIi 出兄弟！刻係資料受け入れ経緯J (f同文容院記念報j VOL. 3 、 1996年）。
(8）前掲「孫文、 111 凹良政・純三郎関係資料について」 417～420).si 、：｝!Iゆ1 「愛知大学が所蔵する山間兄弟と孫文関係史資料についてJ
147～ 148頁 <rオープン・リサーチ・センタ－ if.報J 3 、愛知大学東斑同文書院大学記念センタ一発行、 2009年）。
(9）『オープン・リサーチ・センタ一年報j 創刊号、 145頁（2007ij，）、越知専「愛知大学東!ill同文書院大学記念センタ一大学史
展示室リフレッシュオープン」（『研究報J 2 、 2007'.Jミ 11 月）、 fill稿「リニューアルした記念センター」（『研’究報J 3 、 2008年 3
月）、仙l降・郎「大学史展示室 A·B の設営と概裟J 375頁 <rオープン・リサーチ・センタ一年報J 2 ) 0 
00）前掲「リニューアルした記念七ンターJ。
(11）愛知大学の施設の前身という観点から IIJ軍II引にの施設について取り上げているものとして、 f愛知大学小史 六十年の歩
みJ 30～31 、 49～50頁（愛知大学小！と編集会議編、伴出版社、 2006年）、知隆一郎「豊橋にあった、陸軍教場学校と予備士官学
校ー愛知大学の「施設耐での”がj身つとしてー」 (f愛知大学！と研究J 3 、愛知大学東亜同文書院大学記念センタ一発行、 2009年）
などが挙げられる。
(12) 111 仁l恵里子「大学記念館に DVD· 音声ガイダンス・タッチパネルのナレーションシステムを導入J （前掲 f研究報J 3 ）、
同「DVD を愛知大学関係者へ配布J < r研究報j 4- 2008年 12JJ ）、同［大学記念館に DVD· 音声カ・イダンス・タッチパネルの
ナレーションシステムを導入」 367～372頁（前掲 fオープン・リサーチ・センタ一年報J 2) などを参照。
(13）記念センタ一事務室 f大学記念館の来館者について」（ f研究報j 6 、 2009年 12月）。
(14）アンケー卜の終日｜結果と分析については、 4Ul稿「記念センタ一見学者の感想は」（前掲 f研究報J 4 ）による。
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